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Abstract

Computertraining,wehasthatused"theexplanationfile"wheredescribed'operation

methodthatusedthebatchfileunderDOSsystem'inareport,previously. A personal

computeroperatedtoWindowssystemfromDOSsystemandwasexpandedsubstantiallyto

functional･Thereupon,WetakeoverthegoodpointthatweobtainedwithaDOSversion

andplannedtheWindowsversionof"theexplanationfile"thatimprovedanusage.

WeadoptedtheHTMLform thatisusedintheInternetinplaceofthebase,assayasa

batchfileunderWindowssystem.TheHTMLform softwareispossibleimplementationin

allof3machinetypesofPC198andDOS/VandalsoMacintosh,ifthebrowseracts.Asfor

theuseimpossiblesituationbythedifferenceofOS,alloftherevision,modifications,

editingarepossiblecarryouteasilyevenafteritproducesit,becausefeelrelievedand,be

possibleuseandbenotturnedamachinelanguagewithatextform fundamentallyeven

afterittransfers,becauseitdoesnotoccurandthecompatibility isbigasoccasion

demands.

A floppydiskwastakenuptothethemeofstudysoftware. Thestudysoftwarethat

finishedbecamethesizeofabout420kBwith44files.Thetesteeaskthequestionnairesof

8grotlPSOf20 itemsof35-studentsfor2groupsandturnthegraphsbedoing"the

evaluationofstudysoft"theresult.

Asaresult,thepossibilityofsstudysoftwarewasevaluatedhighly･ Althoughgood

evaluationobtainedit,aboutthatdoesnotrelyontheOSsystems,attachbelooseandthere

aremanynoanswers･Thecriticism worthby"theliking"ofeverybodyisdispersing

largelyaboutacolortone.
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Abstract

前報では, DOS環境のもとでバ ッチファイルを使 った 『操作法を記述 した ｢説明ファ

イル｣を用いたコンピュータ演習 Ⅰ』が有効なことを報告 した｡パソコンはDOS環境から

ウインドウズ環卓へと移行 して,機能的にも大幅に拡張された｡そこで, DOS版で得た良

い点は引継ぎ,使用法を改善 した ｢説明ファイル｣のウインドウズ版を計画 した｡

今回はウインドウズのもと,バッチファイルに代わりインターネットで使われているHTML

形式を採用した｡ HTML形式ソフ トはブラウザが動作すれば, pC-98とDOS/Vおよびマッ

キントッシュの3機種とも実行可能である｡ OSの違いによる使用不能の事態は発生 しない｡

それ故,転勤後 も安心 して使用可能であり,かつ,基本的にはテキス ト形式で機械語化さ

れていないので,製作後 も必要に応 じて加筆,修正,再編集の全てが簡単に実施可能であ

り,その汎用性は大きい｡

学習 ソフ トのテーマにはフロッピーディスクを取 り上げた｡完成 した学習 ソフ トは約

420kB(44ファイル)のサイズになった｡被験者は2グループの学生 (計35名)に依頼 し,

8グループ20項目のアンケー トを問い,その結果をグラフ化 して ｢学習ソフ ト｣の評価をし

ている｡

その結果,学習ソフトとしての可能性は高 く評価された｡ OSに依存 しないことについて

は,良い評価値は得たものの評価値はばらつき,かつ無回答が多い｡現学生にとっては切

実な問題ではないと推定される｡ 色調については各人の ｢好み｣により評価値が大きく分

散 している｡その他の項 目についても検討 し学習 ソフ トの改善を図っている｡

1 .はじめに

前報 r操作法を記述 した ｢説明ファイル｣を用いたコンピュータ演習 I』 I)はMS-DOS

環境のもとで,バ ッチファイルを用いて ｢説明ファイル｣を記述 したものである｡ ｢説明

ファイル｣はワープロソフ トの使用法についての説明をパ ッチファイル形式で記述 し,学

生はこれを読んだ後にワープロソフ トを起動 して使用するという手順で使用 した｡この形

式を,ワープロソフ ト (2種), ドロウソフ ト,表計算ソフ トの計4種類のソフ トに適用 ･

記述 し,使用させた.使用後,アンケー トを実施 しアンケー ト結果をもとに分析 した報告

である｡

その結果,(A)｢説明ファイルを用いる方法｣は大変有効であることが分かった｡更なる

改善には,(a)アプリケーションソフ トを使用中にも,説明ファイルを随時呼び出 しながら

演習を行 うことが望ましいことを指摘 した｡ このためには, 2種類以上のソフ トが同時に

呼び出せるウイン ドウズ(Win)環境が必要 となる｡

現在はパソコンがDOS環境からWin環境-と移行 して,機能的にも大幅に拡張された｡

そこで, DOS版で得た良い点は引継ぎ,使用法を改善 した ｢説明ファイル｣のWin版を計

画 した｡

前回のアンケー ト1)でいくつかの欠点が指摘された｡それは,(1)必要に応 じて繰 り返 し

｢説明ファイル｣が参照できないこと, (2)言語の知識を幾分必要とすること, (3)OSへの依

存性があることである｡

バ ッチファイルはテキス ト形式であるため, PC-9801枚とDOS/V枚とは互換性がある筈

である｡ しか し,エスケープシーケンスを用いて文字色を変吏 したため,エスケープシー
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ケンスの位置か ら文字化けが生 じて両機種での互換はできなかった｡ 当然,マ ッキントッ

シュ(Mac)機では不可能である｡以上の欠点を解決すべ く,(1)(2)(3)項目とも心配不要である

ような ｢説明ファイル｣のWin版を計画 した｡これには,基本的にはテキス トファイルで

言語知識をさほど必要 としないHTML形式を採用することに した｡

学校現場では,パソコンはDOS環境からWin環境-と進化 し,各校に数台以上のパソコ

ンが設置 されている状況になってきた｡文部省の推進する情報教育の観点からも,パソコ

ンの普及は必至である｡同時に,学習用 ソフ トも必要 となって くる｡

近年のWin版パ ソコンでは,ほとんどすべての市販機種にインターネットの閲覧が可能

な ｢ブラウザ｣が組み込まれている. これ らのパソコンを使 って,学校現場ではインター

ネットを利用 した授業に種々な試みがなされている｡ 2) そこで,HTML形式で記述する

ことでホームぺ-ジ(HP)様式学習用ソフ トを製作することにした｡インターネットのファ

イル形式を使い,外から情報を受け取るのみでなく, しかもOSに依存 しない学習ソフ トを

製作するものである｡

HTML形式は, DOS版のバ ッチファイル形式と比べて,(a)使用可能な色数が多い, (b)

写真 ･絵の組み込みも簡単, (C)言語知識 もさほど必要としないことなどである｡すなわち,

高度な機能 -アニメーションなど-を計画 しなければ, HP製作ソフ トを使えばワープロ感

覚で学習ソフ トが製作可能である｡ なによりも,(d)ブラウザが動作すればOSに依存 しな

い｡すなわち,現在の市販パソコンであるWin搭載機のPC-9821, PC-98NX, DOS/V系

統と, OSの異なるMacのいずれの機種でも使用が可能である｡これは,教員が転勤後でも

継続 して製作 ･使用が可能なソフ トを用意できることを意味する｡ このことは,安心 して

将来 も使えるソフ トを製作 し,自分の財産 として今後 も活用できることであるので,現職

教員にとって非常に重要な項 目と考えている｡

2.日 的

DOS版では,アプリケーションソフ トの使用法を記述することを目的とした｡ しか し,

Win版では,各アプ リケーションソフ トのヘルプ ･ファイルが充実 してきている｡そこで,

使用方法ではな く,まず学習 ｢単元｣の 1つを選択 してHTML形式で作成 し,順次,別の

単元についても製作 してゆく｡ ついで,関連部分を リンクすることで更に充実させて完成

後にはデータベース化する事ができる. 更に,アップロー ドすることで利用価値を高める

ことか可能 となる｡ ア ップロー ドしない場合は,写真,絵,図などを高解像度のまま組み

込み,光磁気 (MO)ディスク, CDなどで配布することも考えている｡

また, HTML形式は基本的にはテキス トファイルであるので,ワープロで記述 し,HP作

成ソフ トを使 って加工を行えば良い｡ HP製作用ソフ トは, HTML形式で記述するのに必要

な ｢タグ｣などの知識がな くてもワープロ感覚で操作でき,加工 ･装飾することが可能で

ある｡ しかも,最近までHP製作ソフ トの幾つかはブラウザ添付のサービスソフ トであった｡

一方で,ワープロソフ トが進化 し, HTML形式をサポー トするようになってきている｡以

上述べたように,現在はWin版の学習 ソフ トを製作するのに大変有利な環境になってきて

いる｡

そこで,学習 ソフ トのテーマにはパソコンを使用するに当たって必要 とするフロッピー

ディスク(FD)を取 り上げた｡ FDを使 うにあたっては,必ずフォーマットしなければなら
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い"という先入観を植え付けて しまう原因の一つである｡

以上のことからDOS版での成果をふまえ, ｢使用法説明｣1)ではなく,学習 ｢単元｣を

中心とした内容で出発 し,各単元の関連部分を リンクしていき,学習用ソフ トのデータベー

スを構築するという方法を企画 した｡

製作後はアンケー トでその成果や学習 ソフ トとしての可能性を探 りたい｡またアンケー

トをもとに学習 ソフ トの更なる改善に取 り込む予定である｡

3.方 法

3-1. HTML形式のソフ ト制作

製作に使 った機器は, PC-9821Xa16(NEC),表示は 17インチのディスプレー(Sony)杏

使い, 1024×768ドット画面で製作 した｡製作手順は以下の通 りである｡

3-1-a)文章

ワープロを使 って文章を記述 し, HTML形式で保存する｡最初からHP製作ソフ トでも作

成可能である｡ しか し,ワープロを使用 した場合が文章の入力 ･変換速度が良好である｡

使用 したソフ トは,一太郎 V9 (ジャス トシステム)である｡ もちろんワー ド (マイクロソ

フ ト)で も製作可能である｡

3-1-b)写真

デジタルカメラ :C-1000L (オ リンパ ス, 1024×768ドット)

背景画像 :使用 した画像を壁紙用に加工,及び, HP上の無料壁紙を加工 して使用 した｡

画像処理 :ウル トラキッド/ファンファーレフォ トグラファ (アイフォー)

3-I-C)図

製図 した後,イメージスキャナ (GT-9500 (エプソン))で画像として取 り込んだ｡取

り込んだ画像はウル トラキッド/ファンファーレフォトグラファで着色 ･加工を行 った｡

3-1-d)HP製作 ソフ ト

HP製作 ソフ トには主にホタルV5/V6 (デービーソフ ト)を使い,フロントページ･エク

スプレス (マイクロソフ ト)も併用 してタグ挿入, リンクなどの加工を行 った｡

なお,ブラウザにインターネット･エクスプローラV4 (マイクロソフ ト)を使 っている

場合はフロン トページ ･エキスプレスが無料添付 されているo ネットスケープ ･ナビゲー

タGold(ネットスケープ)の場合は,エディタ機能を内蔵,ネットスケープV4以降はコミュ

ニケ一夕が存在する｡ 最近は機能充実とともに,独立 したソフ トとして販売 され,上記以

外にも多数の同様の機能を持つソフ トが市販 されている｡

3-ト e)ブラウザで動作チェック

DOS/V機, pC-9821機 (pc-98)ではインターネット･エクスプローラV4/V5を, Mac

機では,ネ ットスケープ ･ナビゲータGold/V4の各ブラウザを使 って動作テス トを実施 し

た ｡

なお,あまりにも最新の機能を適用 して製作すると.その機能がブラウザの種類, バ ー

ジョンによりサポー トされていない場合がある｡

ソフ ト名,バージョンに/のあるのはバージョンアップによる
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3-2.アンケー ト調査

3-2-a) #*%

生活科,情報処理演習の受講者が主体である｡ 1998年度は製作 したソフ トについてAグ

ループにアンケー トを実施 した｡ 1999年度は, ミスタイプなどの修正と,背景の追加など

一部の手直 しを行ったが,学習ソフ トの内容としては同一と見なせる｡ このソフ トで99年

度にBグループを対象にアンケー トを行 った｡

A:1998年度,大学 1年生-8名, 2年生-2名, 3年生-6名 (計 16名)

B :1999年度,大学 1年生-19名 (内,現職教員の教職単位認定受講 4名を含む)

A,Bグループのデータは分けて集計 しているが,本報告では積み重ね棒グラフで表 し

ており, 1つのグループとして処理 し分析 している｡

3-2-b)アンケー トの質問項目

各項目の評価は10段階評価で, 1-悪, 5-普通, 10-良として一応の目安を付 してい

る (第 3図の図説明参照)0

a)全体としての評価

C-I)内容の量は

d-1)説明の量は

e-1)写真の量は

f-1)図の量は

g-1)背景の色合いは

h-1)リンクの量は

j)OSの依存性

調査項 目は,

b)操作の易 しさは

C-2)内容の質は

d-2)説明の分かり易さは d-3)用語の説明の平易さは

e-2)写真の画質は e-3)写真の大きさは

f-2)図の質は ト 3)図の大きさは

g-2)背景の質は g-3)文字の色使い

h-2)リンクの質は

k)本形式の学習 ソフ トとしての可能性は

内容的に重複する部分もあるか,8グループ20項目のアンケー トである｡なお, ｢f)図｣

の質問には図と表が含まれている｡

4.括 黒

製作 したHTMLファイルは文書が 11,画像が33の計44ファイルで構成され.約 420kB

の容量になった｡壁紙,ボタンなど小さな容量の画像ファイルが多数必要なためである｡

pc-98で作成 したHTML形式ソフ トの動作テス トの結果, PC-98とDOS/Vでは同一メ

ディアで実行可能である｡また, PC-98からMacへの移行はフロッピーディスクで行わな

ければならないが,その他は正常に動作 した｡すなわち,PC-98とDOS/VおよびMacの

3機種とも実行可能であることが分かった｡ OSの違いによる使用不能の事態は発生せず,

OSを選ばないという(d)項 目 (1.章参照)は達成できた｡

製作 したHTML形式ソフ トの第 1頁を第 1図に示す｡表示はノー トパソコンを意識 して,

横幅800ドットに押さえている.右上には長崎大学のマークを使った,左右に揺れるアニメー

ションを配置 した｡背景は8- 3.5インチのフロッピーディスクの写真を加工 している｡

第 2図には代表的な4画面を示 している｡ 第 2-A図はフォーマットをする必要性をレ

コー ド原盤 (未録音)を示 して,原盤には ミゾがないなど歴史的背景を記述 している.

第 2-B図はディスクの構造を示 している｡第 2-C図はテープと比較 しており,フォー

マットは トラックとセクタを作っていることを説明した｡その例として, MOディスクでは

光の照射具合で トラックとセクタが見 られることを記述 した｡ しかし,画像を縮小せざる
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第 1図 ｢フロッピーディスク｣最初の頁

第2国 代表的な頁の例
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を得ず,画面上でははっきりと見分けられない｡一方,歴史的背景の説明は好評であった｡

第 2-D図はフォーマ ッ トのスイ ッチについての機能表である｡ しか し,マウス操作だ

けで可能な Win版ではその必要性が少な く,図の評価を低下 させる原因ともなっている｡

1210(5 8# 6-<4203-

全体の評価

@

･=:

田. ･jJf
無 1 2 3 .4 5 6 7 8 9 10

12103 8# 6< 420

操作の易しさ

[車∈ 画

.閉.

徽 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

3-a - (不良) 辞 儀 (良)-

第 3図 全体的な見地からのアンケー ト結果

3-A :全体の評価, 3-B:操作の易 しさ.

被験者A,Bは 3-2-a)項参照,

評価値の順は,1(不良)く2く3く4く5(普通)く6く7く8く9く10(良好),無 :無回答

第 3図に ｢全体の評価｣を,第 3-A図に ｢操作の易 しさ｣を第 3-B図に示 した｡

第 3-A図か ら全体の評価は好評であるといえる｡操作の易 しさ (第 3-B図)は評価が

ばらついている｡ これは,被験者のパ ソコン習熟度に差があるためで,まだ説明不足とす

るグループがいるためである｡全体 には良い評価の範囲にある｡

特 に悪い評価 (1名)は,たまたま実習時に使 ったパ ソコンの画面設定が,前回使用者

により変更 されてお り,ブラウザの起動に手間取 ったこと,起動 したブラウザの画面が小

さく設定 されていて,学習 ソフ トを表示 した画面では自動的に "折 り返 し"が多 く発生 し

たため (画面サイズが容易に変更できることを知 らなか った)見づ らかったのか原因であ

ると分か った｡

∴ .｣ . ･ ∴ ｣ . .. ･ ∴ ｣ ....●

第 4図 説明文.用語説明に関するアンケー ト結果

4-A:説明文の分か り易さ, 4-B:説明文の量, 4-C:用語説明の平易さ.

評価値は第 3図に同 じ｡

第 4図は説明文についての項 目である. 説明文の平易 さ(分かり易さ)(第4-A図 )では

評価分布か広 く適切であったとは言えないという結果である. 説明文の量 (第 4-B図)で

は一応良いと言 う評価を得た｡用語説明の平易 さ(第 4-C図 )では,普通 とする評価が多
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い｡

しか し,評価が低いとした指摘は, "フロッピーディスクではなくディスケット"であ

る, "フォーマットという言葉の説明"を要求 (フォーマットの仕方は記述 してある),

"引用例の意味が分からない (例 :テープについての例で引用 したテレビ放映を見ていな

いため)"などであった｡改めて,被験者の取扱い能力や知識の分布が広いことを痛感 し

た ｡

. ttL:..Ill.∴ ∴ .i.I..' ･ _. ‥ _....●i .1

第 5図 写真に関するアンケー ト結果

5-A :写真の量, 5-B :写真の画質, 5-C :写真のサイズ.

評価値は第 3図に同 じ｡

第 5図は写真に関する項 目である｡ 写真の量,画質,サイズとも良好 と判断できる｡ し

か し,画面サイズについては,文章中はサムネイル化 した写真を使い,必要に応 じてフル

サイズにすることを要求 している｡

また,接写する場合にデジタルカメラの自動焦点は大変合いにくく,結果として ピン ト

の甘い写真 となって しまう｡ さらに縮小などの加工を必要とし,画質は劣化 しやすい (第

2-A,B図参照)｡なお,最近は接写 レンズも発売され改善されてきている｡
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第 6図 図に関するアンケー ト結果

6-A :図の量, 6-B:図の画質, 6-C:図のサイズ.

評価値は第 3図に同 じ｡

第 6図は図について写真の場合 と同 じ趣旨の項 目である｡ いずれも評価値 6の数が少な

いと言 う特徴をもち,評価は良好 とやや不良のグループに2分 している｡ 挿入 した図のう

ち,構造図 (第 2-C図参照)などはもっと豊富に,機能スイッチなどの表 (第 2-D図

参照)については不要が主因である｡データとしての必要性よりも "見た目"が大切にさ

れているようである｡
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二 ∴ ∴ ∴ 1 ㌦ ∴ ∴ ...... . .

第 7図 背景.税明文の色使いに関するアンケー ト結果

7-A :背景の色合い, 7-B:背景の質, 7-C:説明文の色使い.

評価値は第 3図に同 じ｡

第 7図は背景の質,背景 と文字の色合い (色使い)についてまとめた｡背景の質に関 し

ては分布は広い ものの良好 といえる｡ しか し,色合いについては評価は広 く分散 した｡

第 7-C図の説明文の色使いは,重要な用語,単文を赤,次に重要なものをオレンジ,

リンクした用語を青で製作 した.特に,重要であるため "赤"表示 した文字 と, リンクし

て 叫青" とした2種類が存在する｡ ところが,これを凡例として記述 していなかったため,

重要 (そうな)言葉がなぜ文字色が逢 うのか理解 されていないことが分かった｡

以上のように,内容の強調のための色変化ではな く "各人の好み"があり, "一つの絵

として鑑賞する立場"で評価 してお り,特 に,背景の色合い評価が広い分散をすることの

主因であった｡淡い単色系を採用するのか適切であろう｡
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第 8図 リンクに関するアンケー ト結果

8-A:リンクの量, 8-B:リンクの適切 さ.

評価値は第 3図に同 じ ｡

第 8図は リンクについてである｡ 評価は一定 していないが良好 と判断できる｡ しか し,

評価値が6-7と9-10の 2グループに分かれている｡ 理由はよく分か らない｡

第 9-A図はOSに依存 しないことに付いてで,この質問には無回答が非常に多いのか特

徴である.その原因として, (a)DOS/V機 とMac機がOSが異なるため作品の互換が出来な
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第 9囲 OS依存性 と学習ソフ トとしての可能性についてのアンケー ト結果

9-A :OSに依存 しないこと, 9-B :学習 ソフ トの可能性.

評価値は第 3図に同 じ｡

いこと. (b)同じソフ ト名,機器名で もDOS/V機, pC-9821機札 及びMac機用が準備 さ

れていることを理解 していない. (C)DOSでの機種の遠いにより,ユ-ザ-は利用出来ない

と言う不便を解消するために, Winが生まれたこと.(a)ほとんどの被験者が DOS時代経

験者でなく, ｢転勤 したら,機種の違いで使用不能｣を見聞きしていない｡これ ら(a)(b)の

困難さから(C)を必要としたことが,被験者が(a)のために,その必要性が理解 されていない

ためと考えられる｡他方,現職教員-のアンケー ト結果が高い評価を得ているのは実際体

験があるためと推定 される｡

第9-B図にはHTML形式が学習 ソフ トとして利用できるかどうかの可能性について示

した｡評価は可能性が大きいと言 う結果である｡ しか し,なぜか評価値 9が無 く,評価値

10と10以上の強い支持評価が得 られた (グラフ化にあたり評価は 10に含めた)｡ 文,写

真,図がカラフルに製作され,自由に前後へ移動でき,自分のペースで読み,かつ操作で

きることが評価 されている｡このことは前報 1)でも高 く評価されたことである｡

5.検 討

操作の易 しさ (第 3-B図)は評価がばらついている｡これは,被験者 (35名)のパソ

コン習熟度に差があるためで,まだ説明不足とするグループがいるためである｡ このこと

は,被験者 として操作能力の差のあるグループに対するアンケー ト結果であることを示 し

ている｡それ故,被験者の全数は35名と少ないものの,本アンケー トは現在の学生の平均

的なグループへの実施 と解釈できるO しか も,このグループから全体として良い評価を得

ることができた｡

pc-98, DOS/VおよびMacの3種とも実行可能であることが分かった｡今回はWinとMac

環境のもとブラウザが動作すればOSの違いによる使用不能の事態は発生せず, (d)項目 (1･

章参照)は達成できた｡ また,前回報告の間堪点 も解決出来たことを示 している｡

現職教員にとって,転勤先でも継続 して製作 ･使用可能なソフ トであることは,安心 し

て将来 も使えるソフ トが作れることであ り非常に重要である｡ DOSベースでは, OSが異

なること (機種が異なること)はソフ トが動作 しない (互換性がない)ことが通常であっ
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た｡ 今回の被験者に含まれていないが,別 途,現職教員 (8名)へのアンケー トでは,ほ

とんど全員が有効性を認めて くれた｡他方,近年,同一県内での工業高校を中心にOSの統

一が図 られている｡ これは,転勤 しても使える状況を実現するための教員の要求であり,

教育委員会をは じめとする周囲の配慮で もある｡ ところが,今回のアンケー ト結果は無回

答が多く評価 も分散 している｡ しかし,現学生にとってOS依存性が重要でない筈はない｡

むしろ,OSが異なる機種が存在 しても,同じソフ トを使いインターネットで閲覧可能になっ

たことはパソコン及び利用者にとって大 きな進歩である｡ この事実が現在の学生にとり必

要 ･切実なものとして理解 されていないためと推定される｡

他方,学習 ソフ トとしての可能性は認められている｡ ワープロ感覚で自作可能な学習 ソ

フ トであり,転勤後 も安心 して使用可能である｡また,基本的にはテキス ト形式なので機

械語化 されていない｡それ故,製作後 も必要に応 じて,加筆,修正,再編集のいずれもが

簡単に実施可能であり,その汎用性は大きい｡

他方,文字の色調については, `̀各人の好み"が大きく働 く事が分かった｡文章での色

使いは背景とのコン トラス トが明確でなければならず,使用可能な色数は強調 (赤)とリ

ンク (育)とその中間色の4色程度に限 られる｡

背景の色使いは,文字同様,各人の好みが大きく影響する｡濃い色では文字色が制限さ

れ,かつ記述内容の印象が薄いようである｡淡い色調では,文章の使用可能な文字色数の

制限は少ないが,アンケー トの評価値は広 く分散する｡淡い色調だが数色ある背景の場令

には,良から悪まで広 く分散 し,文章を読むのに集中出来ないと指摘 され,全体的に良い

評価は得 られなかった.文章を精読するにはモノ トーンで淡 く単純なパターンが良い評価

を得 られることが分かった｡

最近のデジタルカメラの進歩は著 しく,画像処理 ソフ トも同様である｡ しか し, これら

枚器. ソフ トを用いてもデジタル画像は ｢拡大｣ しても, ｢縮小｣ しても画質は低下する

という欠点が避けられない｡ HTMLファイルに貼り込む大 きさに近いサイズで原画を取 り

込むことが画質を低下 させないためには重要である｡これは,イメージスキャナについて

も同様で,解像度が高い像の取得だけでは,良質の張り込み用の図や像は得 られないこと

が分かった｡

また,アップロー ドしないので,ファイルサイズを大きくしても受信に要する時間を考

慮する必要はなく,高品位の画像を使用することが可能である｡また, HP上では小型画像

で全体が見える状態でページを製作 し,必要に応 じて リンクさせて高品位 ･大画面-移行

すれば,閲覧 し易 くな り,かつ高品位画像使用で文献的価値を高めることが可能である｡

HTML形式では全体の構成,製作,修正,再編集などの観点か ら, 1つの長大なファイ

ルよりも,小さく内容ごとに小ファイルを製作 し, リンクさせて大 きくして行 く手法が便

利である｡これ らの作業のうち, リンクやテロップまでワープロソフ トでも製作可能になっ

ており, HP製作ソフ トを使えば更に高度な機能を組み込むことができる｡ これらのタグ入

れはワープロを使用するように操作すればよい｡また,アニメーションも専用ソフ トを使

用せずとも,多数の絵を用意 しJavaScriptで記述すれば可能である｡ 長崎大学のマークを

使 った3枚の絵で左右に揺れているアニメーションを実現させた例を第 1図左上に示 した｡

使用するに当たって,バ ッチファイルでは 1頁ごとに画面を変えてい くことが可能であ

る｡ところが∴HTMLファイルでは不可能である｡これはWinが画面サイズの自由な変更
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を可能に したことで失わざるを得なか った機能 と推定 される｡ この点,特に画面サイズの

変更は前 もって ｢Winの操作法｣として周知 させてお く必要があった｡

高度な機能を求めなければワープロ感覚で文章だけでな く写真,絵,図,表を取 り込む

ことが可能である｡ しか も,言語知識はほとんど使用 しないで学習 ソフ トが製作可能なこ

とが分か った｡内容には関係無 くとも,アニメーションなど動 きのあるものを取 り入れる

こと,いわゆる "遊び感覚"で作成することで,生徒に興味をもたせることも可能であろ

う｡理解度に応 じた速度で読むことが可能なのは DOS版 1)と同様に良い点である｡ 他方,

DOS版で好評を得た ｢1頁ずつ送 る｣は実現できていない｡

HTML形式での特殊な文字である単位記号,上付 ･下付の字,は大変面倒なことになる｡

これ ら記号,単位などは画像 ファイルとして製作 ･保存 しておき,その位置に貼 り込むの

か現在の解決法の一つである｡ これは,基本的にはテキス トファイルであるHTML形式な

のでさけられない｡バ ッチファイル も同様であるが, HTML形式では画像などが容易に貼

り込めるため実現は可能である｡

これ らアンケー ト結果を踏 まえ,改善 した ｢学習 ソフ ト-フロッピーデ ィスクー｣の新

バージョンを完成 させた｡同様に して, ｢コンデンサ｣についても製作 した｡再度アンケー

トで調査 し ｢学習 ソフ ト｣ として改善 しデータベース化する予定である.

6.まとめ

HTML形式 ソフ トはブラウザが動作すれば, PC-98とDOS/VおよびMacの 3機種とも

実行可能であることが分か った｡ OSの違いによる使用不能の事態は発生 しないため,転勤

後 も安心 して使用可能である｡ かつ,基本的にはテキス ト形式なので製作後 も必要に応 じ

て,加筆,修正,再編集の全てが簡単に実施可能で,汎用性は大きいことが分かった｡以

上の成果は前回報告の問題点を解決出来たことを示 している｡

アンケー トによる評価で,学習 ソフ トとしての有効性は高 く評価 された｡製作はワープ

ロ感覚で可能で容易であ り,高品位の画像 も利用できる｡ これ らをまとめてデータベース

化を図ればより価値の高い ものにすることができる｡

学習 ソフ トにはアニメーションなど動 きのあるもの, "遊び感覚"で作成することで,

生徒に興味を もたせることも可能であった｡色調は各人の好みが強 く反映 されることが分

かり,文字は3-4色以下,背景は淡い色調で単色系統が良い評価を得ることが分かった｡

HTML形式では 1頁 ごとに画面を変えてい くことが不可能なこと,画面サイズが自由に

変更できることを予備知識 として与えてお く必要性が分かった｡
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